
崔
書
勉
先
生
を
囲
む
会 

―
日
韓
談
話
室
― 

  

厳
し
い
三
寒
四
温
の
今
日
こ
の
頃
で
ご
ざ
い
ま
す
が 

 

ご
機
嫌
お
伺
い
申
上
げ
ま
す 

さ
て 

驚
い
て
お
り
ま
し
た
崔
先
生
の
御
病
気
は 

す
っ
か
り
回
復
し 

お
元
気
で
忙
し
く
ご
活
躍
中
で
す 

 

お
誕
生
日
の
ご
招
待
を
受
け
東
京
へ
来
ら
れ
る
と
云
う
先
生
を
捕
ら
え
て 

前
便
の
通
り
私
達
の
勉
強
会
を 

開
き
た
い
と
思
い
ま
す 

テ
ー
マ
は
韓
国
全
土
を
騒
が
せ
て
い
る
大
統
領
選
に 

朴
正
熙
大
統
領
の
ご
長
女
朴
謹
恵
女
史
が
立
候
補
さ
れ
て

い
ま
す 

そ
の
動
勢
に
つ
い
て
の
興
味
は
ど
ん
ど
ん
膨
ら
ん
で
来
ま
し
た 

一
九
九
九
年
に
初
当
選
さ
れ
た
朴
女
史
を 

父
大
統
領
の
友
人
と
し
て
崔
先
生
を
中
心
に
東
京
で
お
迎
え
し 

十
一
月
十
九
日
に
シ
ャ
ル
ト
ル
ー
ズ
で 

夕
食
会
を
持
ち
ま
し
た 

翌
年
二
〇
〇
〇
年
に
は 

朴
女
史
を
韓
国
国
会
に
訪
ね
八
月
二
八
日
に
は 

国
会
内
レ
ス
ト
ラ
ン
に
て
昼
食
会
を 

催
し
て
頂
き
親
交
を
深
め
て
参
り
ま
し
た 

一
九
九
九
年 

初
当
選
以
来 

ア
ッ
と
い
う
ま
に
党
の
総
裁
を
歴
任 

今
や
大
統
領
候
補
と
し
て 

大
活
躍
さ
れ
て 

お
ら
れ
ま
す 

そ
こ
で 

こ
の
度
は
大
変
近
し
い
崔
先
生
よ
り
朴
女
史
に
つ
い
て
の
お
話
を
賜
り
た
い
と
思
い
ま
す 

尚 

前
回
に
引
き
続
き
崔
書
勉
先
生
研
究
の
一
環
と
し
て 

橋
本
明
氏
よ
り
の
崔
先
生
日
本
上
陸
以
後
の 

諸
活
動
等
々
の
講
和
を
頂
き
ま
す 

ど
う
ぞ
万
障
お
繰
り
合
わ
せ
御
参
加
下
さ
い
ま
す
様
お
待
ち
致
し
て
お
り
ま
す 

 

二
〇
一
二
年
三
月
十
四
日 

｢

崔
書
勉
先
生
を
囲
む
会｣ 

 
 
 
 
 
 

代
表
世
話
人 
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渉 

代
表
世
話
人 

橋
本 
明 

世
話
人 

寺
田 

佳
子 

 

記 
  

 

日 

時 
 
 

二
〇
一
二
年
四
月
一
日(

日)

十
七
時
半
よ
り
二
十
時
半
予
定 

受
付
十
七
時
よ
り 

 
 

場 

所 
 
 

東
京
さ
ぬ
き
倶
楽
部 

電
話
〇
三
‐
三
四
五
五
‐
五
五
五
一 

 
 

 
 
 

 
 
 

地
下
鉄
南
北
線
・
大
江
戸
線 

麻
布
十
番
駅
下
車
二
番
出
口
よ
り
二
分 

 
 

会 

費 
 
 

七
千
円 

ご
出
欠
は
同
封
の
葉
書
に
て
三
月
二
六
日(

月)

迄
に
お
返
事
下
さ
い
ま
す
様
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す 

（
当
日
の
お
取
り
消
し
は
ご
容
赦
下
さ
い
） 

連
絡
先 

オ
ズ
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
内 

寺
田
・
白
村
・
鈴
木 

 
 

 
 

電
話
〇
三
‐
三
四
〇
四
‐
一
一
八
八 

フ
ァ
ッ
ク
ス 

〇
三
‐
三
四
〇
四
‐
六
三
〇
一 


